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○ 

果
に
よ
る
（
？
）
日
本
経
済
の
動
き
が 

活
発
化
し
つ
つ
あ
る
と
き
、
三
十
有
余
年

の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た 

知
的
障
害
者
福

祉
施
設
「
沢
谷
荘
」
の
老
朽
化
し
た
施
設

の
改
築
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
吉

と
出
る
か
凶
と
出
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
計
画
通
り
平
成
二
十
五
年
度
に
着

手
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
経
済
環
境
の
変

化
も
念
頭
に
、
必
ず
や
り
遂
げ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
そ
の
為
に
は
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ
り
、
法
制
度
も

変
わ
っ
て
き
て
お
り
そ
れ
に
対
応
す
る

こ
と
も
大
切
で
、
「
地
域
移
行
」
に
シ
フ

ト
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
，
ケ
ア

ホ
ー
ム
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

東
山
荘
も
五
年
位
の
ス
パ
ン
で
改
築

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
が
や
っ
て
く

る
の
で
次
の
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
入
所
施
設
に
お
け
る
施
設
ケ

ア
の
質
の
向
上
を
図
り
、
相
談
支
援
や
、

子
育
て
支
援
を
担
う
社
会
的
擁
護
体
制
の

充
実
強
化
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
際
に
は
、
総
合
的
な
子
供
，
子

育
て
支
援
の
推
進
を
目
指
し
た
「
子
ど
も
，

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
等
、
一
般
の
子
育

て
支
援
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
成

立
し
た
、
改
正
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

り
、
昨
年
四
月
よ
り
相
談
支
援
の
充
実
が

図
ら
れ
て
お
り
、
体
制
強
化
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
だ
け
の
事
業
を
進{

次
ペ
ー
ジ
へ} 

    

 

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
、
も

う
二
年
以
上
の
歳
月
が
過
ぎ
、
追
悼
行
事

が
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
放
映
さ
れ
、
当
時

の
惨
状
が
そ
の
ま
ま
に
残
る
ガ
レ
キ
の
山

に
、
復
興
を
祈
念
し
な
い
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
将
来
起
き
る
と
い
わ
れ
る 

東
南
海

地
震
の
被
害
想
定
が
、
天
文
学
的
な
数
値

も
含
め
て
報
道
さ
れ
、
こ
の
国
の
被
害
の

大
き
さ
に
、
人
心
の
動
揺
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。 こ

ん
な
時
期
で
あ
り
ま
す
が
、
政
権
が

自
民
党
に
移
行
し
て
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効 

光
耀
会
だ
よ
り 
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沢谷荘 

東山荘 

スクラム 

アーチ 

 かがやきさんだ

ねくすと 

光耀会クラブ 

明
日
に
希
望
を
つ
な
ぐ 

 光
耀
会
理
事
長 

松
原
丈
夫 

害
者
福
祉
施
設 

光
耀
会
は
、「
沢
谷
荘
」 

が
31
年
目
、「
東
山
荘
」
が
、
27
年
目
を

迎
え
る
事
に
な
り
、
各
々
施
設
の
改
革
が

せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
福
祉
制
度

が
変
わ
っ
て
来
て
、
大
き
な
乖
離
が
出

来
、
施
設
対
応
は
も
と
よ
り
、
経
営
体
制

の
見
直
し
を
含
め
、
抜
本
的
な
改
革
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

事
業
推
進
に
は
、
役
職
員
の
意
識
の
向

上
、
利
用
者
及
び
保
護
者
な
ど
、
関
係
者

の
相
互
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
ハ
ー
ド
面
で
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
改
築
に
向
け
て
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
頂
き
、
再
三
に
わ
た
っ
て
ご

苦
労
か
け
て
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

周
辺
地
域
の
諸
制
度
改
正
に
よ
っ
て
難

航
し
、
二
歩
前
進 

一
歩
後
退
と
云
っ
た

ｂ
事
業
推
進
に
は
、
役
職
員
の
意
識
の
向

上
、
利
用
者
及
び
保
護
者
な
ど
、
関
係
者

の
相
互
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
ハ
ー
ド
面
で
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
改
築
に
向
け
て
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
頂
き
、
再
三
に
わ
た
っ
て
ご

苦
労
か
け
て
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、 

り
ま
す
改
築
に
向
け
て
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
頂
き
、
再
三
に
わ
た
っ
て
ご

れ
て
お
り
ま
す
が
、 

り
ま
す
改
築
に
向
け
て
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
頂
き
、
再
三
に
わ
た
っ
て
ご

苦
労
か
け
て
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、 

事
業
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は
、
役
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上
、
利
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者
及
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関
係
者
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と
協
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可
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ま
す
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ハ
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ド
面
で
の
最
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課
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あ
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ま
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改
築
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上
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頂
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三
に
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っ
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苦
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か
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検
討
さ
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お
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害
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福
祉
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光
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。
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時
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、
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き
な
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来
、
施
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対
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は
も
と
よ
り
、
経
営
体
制

の
見
直
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を
含
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、
抜
本
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な
改
革
が
必

要
と
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っ
て
お
り
ま
す
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・障害者支援施設 沢谷荘     三田市沢谷 556   〒669-1335 ℡ 079-567-2030 Fax 079-567-2126 

・障害者支援施設 東山荘     三田市東山 898-1    〒669-1353 ℡ 079-568-1900 Fax 079-568-1052 

・就労継続支援Ｂ型事業所 スクラム 三田市中内神 427   〒669-1334 ℡ 079-567-0021 Fax079-567-0021 

・工房アーチ           三田市下内神 841  〒669-1333  ℡ 079-567-0848 Fax079-567-0848 

・かがやき さんだ         三田市下井沢 142  〒669-1315 ℡ 079-567-2430 Fax079-567-2431 

・日中活動支援センター ねくすと  三田市中内神 427  〒669-1334 ℡ 079-567-2600 Fax 079-506-1237 

（↑居宅介護支援事業，福祉有償運送事業） 

・特定相談支援事業所 ねくすと   三田市下井沢 142  〒669-1315 ℡ 079-567-2430 Fax079-567-2431 

・グループホーム 光耀会クラブ   神戸市北区道場町塩田 2752〒651-1502 ℡ 078-985-8326  Fax 078-985-8326 

【月の概要】桜前線が日本を駆け上り、生気あふれる春の盛りとなります。8日は仏教の始

祖・お釈迦様の生誕を祝う「花祭り」。下旬には大型連休が始まります。【旧暦の名称】卯月

（うづき）花名残月（はななごりづき）夏初月（なつはづき） 

 

光耀会マップ その２ 
今回は、三田市中央部、光耀会
グループホームの場所を示して
います。 

第６，７光耀クラブ 

 
第５光耀クラブ 

 

第４光耀クラブ 

 

第１～３光耀ク
ラブは、もう少し
南の、神戸市北区
塩田にあります。
次号で紹介しま
す。 

 

↓宝塚三田病院 

嶋ヶ谷交差点→ 

大坪胃腸科↓ 

光明寺↑ 

本町通りの郵便局↑ 

↑わくわく村へ至る 

上野が原 
社会訓練センター 

兵
庫
中
央
病
院
北
口
→ 



○ 

 
め
る
為
に
は
、
ハ
ー
ド
面
の
充
実
に
合
わ
せ
た

職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
、

大
き
な
変
革
に
対
応
で
き
る
人
に
よ
っ
て
「
光

耀
会
」
グ
ル
ー
プ
が
地
域
の
信
頼
を
得
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
、
相
協
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 

こ
の
画
期
的
な
事
業
を
契
機
に
、
あ
く
ま
で

利
用
者
を
中
心
に
し
て
、
職
員
，
保
護
者
，
関

係
者
が
心
を
一
つ
に
し
、
結
び
、
夢
の
実
現
の

為
に
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
格
別
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

障
害
者
総
合
支
援
法
と 

光
耀
会 

 
 
 
 
 

光
耀
会
常
務
理
事 

岡 

本  

征 

 
 

【 平成２５年度 社会福祉法人 光耀会 事業計画 】 

新たな障害保健福祉施策が、本年度から講じられるため、当法人として本

年度は下記の項目を重点課題として実施し、光耀会のステップアップを図り

ます。 

１．新会計導入について 

   平成２７年度より開始される新会計基準の導入については、現在使用

しているソフト会社と調整しながら、平成２６年度４月導入を目指していま

す。 

２．事業体系の見直し 

   事業の一つ一つの徹底した見直しを行い、適材適所の職員の配置によ

る将来を見据えたやる気のある職員配置を行い、地域から事業の信頼と期待

される事業運営を目指します。 

３．雇用の見直し 

社会保険労務士の導入により、一昨年より処遇，人事考課制度等につ

いて改正を行い、働きやすい環境つくりを行ってきました。本年度も引き続

き、制度の充実を図り、職員のレベルアップを行います。 

４．ホームページの開設 

   アーチ（就労継続支援Ｂ型事業所）におけるクッキーつくり，パン造

りが軌道に乗り始め、製品の種類も多数できるようになったため、本年度か

ら本格的に販売に結びつけ、所員の工賃アップにつなげるため、ホームペー

ジを開設し販売の増強に努めます。 

５．障害者支援施設 沢谷荘 の新築計画 

   沢谷荘新築計画は順調に進み、三田市における各種許可（農地転用他），

国庫補助 の結果待ちとなっています。 

６．光耀会クラブ の見直し 

   数年先には、施設入所者とグループホーム（ケアホームを含む）利用

者の数が逆転し、地域で暮らす障害者の数が多くなります。また、グループ

ホームとケアホームが合体することとなり、今後ますます地域移行が進むこ

とになります。光耀会クラブとしても現状に甘んじることなく、施設利用者

の地域移行と就労支援に向けた取り組みを計画していきたい。 

以上を重点項目として掲げ、法人の使命を着実に実行し、地域の中で

共生の社会を作る一翼を担っていきます。 

社
会
福
祉
法
人 

光
耀
会 

【
法
人
経
営
理
念
】 

社
会
福
祉
法
人 

光
耀
会 

の
「
光
耀
」
と
は
、
「
雲

の
隙
間
か
ら
さ
す 

一
筋
の
光
」
の
こ
と
を
い
い
、「
障

害
を
持
っ
た
人
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
支
援
の
光
を
」
の

思
い
か
ら
命
名
し
、
そ
の
心
は
「
や
さ
し
さ
を  

さ
り
げ
な
く
」
地
域
の
中
で
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き

生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
、
健
常
者
も

障
害
者
も
共
に
生
き
る
共
生
の
地
域
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
。
ま
た
、
法
人
内
で
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
徹
底
し
、
憲
法
，
法
律
，
政
省
令
，
規
則
，
条
例 

等

の
遵
守
に
勤
め
ま
す
。
そ
し
て
、
施
設
の
機
能
を
生
か

し
て
地
域
福
祉
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。 

【
基
本
方
針
】 

○
利
用
さ
れ
る
方
々
の
人
権
を
尊
重
し
、
決
し
て
権
利

侵
害
は
致
し
ま
せ
ん
。 

○
利
用
さ
れ
る
方
々
の
立
場
に
立
っ
た 

質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。 

○
利
用
さ
れ
る
方
々
の
自
立
と
社
会
で
の
経
済
活
動

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

○
職
員
の
専
門
性
の
向
上
に
努
め
、
一
人
ひ
と
り
が
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。 

○
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
主
評
価
し
、
自
ら
の
手
で
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。 

○
自
ら
の
意
志
で
、
そ
の
人
ら
し
い
生
き
方
へ
の
援
助

と
支
援
を
行
い
ま
す
。 

○
地
域
の
人
に
愛
さ
れ
、
期
待
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に

歩
む
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

○
地
域
の
人
た
ち
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々 

福
祉
関
係
団
体
と
連
携
協
力
し
地
域
福
祉
の
向
上

に
努
め
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以 

上 

    

 

障
害
者
総
合
支
援
法
が
四
月
一
日
施
行
さ

れ
た
。
今
回
の
法
改
正
の
主
な
特
徴
は
制
度
の

谷
間
を
埋
め
る
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
制
度
の
谷
間
と
は
、 

第
１ 

難
病
患
者
に
対
す
る
障
害
程
度
区
分

認
定
に
よ
る
公
的
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
現
在
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
の
対
象
と
な
る
疾
病
は
百
三
十
疾

病
が
認
定
さ
れ
、
今
後
、
区
分
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
公
的
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

第
２ 

障
害
程
度
区
分
の
判
定
改
正 

 

現
在
の
程
度
区
分
判
定
の
基
礎
は
、
介
護
保

険
制
度
の
判
定
が
基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
支
援

を
要
す
る
知
的
障
害
者
，
精
神
障
害
者
に
と
っ

て
は
判
定
の
正
確
さ
や
必
要
性
に
欠
け
て
い

た
。
あ
く
ま
で
支
援
を
ど
れ
く
ら
い
必
要
と
し

て
い
る
か
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
正
確
に
判
定

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
支
援

が
で
き
る
か
、
今
回
は
支
援
の
必
要
度
に
よ
る

大
幅
な
改
正
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

第
３ 

共
同
生
活
支
援
，
共
同
生
活
介
護 

の

統
合 

 

二
分
化
さ
れ
て
い
た
支
援
と
介
護
を
統
合 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
生
活
の
安
定
と
自
立

へ
の
支
援
が
行
い
や
す
く
、
又
、
障
害
の
重
さ

に
よ
ら
ず
総
合
支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
。 

 

以
上
が
主
な
改
正
点
で
あ
り
ま
す
。 

 

光
耀
会
は
組
織
図
の
よ
う
に
、
障
害
者
の
処

遇
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
児
者
の
安

全
，
安
心
を
、
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
一
貫

し
た
支
援
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
で
き
る

組
織
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
相
談
支
援
を
含
め
、
地
域
の
福
祉
の

中
心
と
し
て
皆
さ
ん
の
信
頼
に
こ
た
え
ら
れ

る
活
動
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。 



 

○ 

 

 

光
耀
会
ク
ラ
ブ
で
は
、
現
在
合
わ
せ
て

七
か
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
，
ケ
ア
ホ
ー

ム
を
展
開
し
て
お
り
、
定
員
は
二
十
八
名

（
現
員
二
十
五
名
）
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
入
居
希
望
の
相
談
も
増
え

て
お
り
、
将
来
的
な
入
居
に
向
け
て
の
体

験
入
居
を
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
地
域
移
行
促
進
の 

 
 

 
施
策
に
よ
る

動
き
や
、
入
所

施
設
や
短
期

入
所
に
空
き

が
な
い
状
況

も
影
響
し
て

い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
利
用
に

際
し
て
家
賃 

助
成
金
の
給
付
に
よ
り
、
経
費
負
担
も
施

設
入
所
を
利
用
す
る
の
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
事
も
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 

今
後
も
法
人
は
、
地
域
の
財
源
の
一
つ

と
し
て
入
所
施
設
を
母
体
と
し
た
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
，
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
展
開
は
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
職
員
配
置
の 

問
題
や
運
営
上
の
防
火
管
理
は
大
き
な

課
題
の
一
つ
と
思
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
や

新
聞
等
を
見
て
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
今
年
の
二
月
ま

で
に
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
の
火
災
が
相
次
い
で
発
生
し
、
障
害
者

関
係
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
も

火
災
が
発
生
し
、
残
念
な
こ
と
に
何
れ
も

死
亡
者
が
出
て
い
ま
す
。
当
然
、
現
行
の 

         

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
も
何
ら
か
の
形
で

国
か
ら
の
指
導
や
改
善
命
令
が
出
さ
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
消
火
器
の

設
置
以
外
に
自
動
火
災
報
知
設
備
の
み

な
ら
ず
、
簡
易
型
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

置
ま
で
の
努
力
は
人
命
保
護
の
為
に
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
然
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
す
が
、
何
よ
り

も
人
命
に
代
わ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
ま
で
法
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
，
ケ
ア
ホ
ー
ム
は
「
家
庭
的
な
生
活
環

境
を
大
切
に
」
と
の
思
い
で
各
ホ
ー
ム
に

お
い
て
定
員
を
四
名
ま
で
と
し
て
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
防
火
対
策
に

伴
う
経
営
上
の
観
点
か
ら
、
定
員
増
加
の

方
向
も
検
討
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
四
月 

一
日
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
，
ケ
ア
ホ

ー
ム
が
一
元
化
さ
れ
ま
す
。
サ
テ
ラ
イ
ト

型
住
居
（
本
体
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
拠
点

に
、
複
数
の
建
物 

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ

ョ
ン
等
を
借
り
て
、
地
域
生
活
を
支
援
す

る
形
態
）
の
運
営
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
内
で
入
居
者
の
転
居
が
、
よ
り
柔

軟
に
行
え
、
居
宅
介
護
事
業
者
に
よ
る
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
母
体
と
な
る
居
住
か
ら
、
世
話
人
が

一
人
住
ま
い
の
利
用
者
さ
ん
を
巡
回
訪

問
し
た
り
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を
借

り
て
の
一
人
住
ま
い
を
支
援
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
損
な

う
こ
と
な
く
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
と
共
に
、
入
居
定
員
を
一
人
ず
つ
増
や

せ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今

後
も
制
度
の
動
向
を
把
握
し
、
可
能
な
限

り
利
用
希
望
に
応
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
現
行
の
ホ
ー
ム

に
お
い
て
は
十
分
な
防
火
対
策
を
講
じ
、

地
域
住
民
へ
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

屋
鋪 

治
） 

 

管
理
者
と
し
て
の
職
務
に
就
い
て
早

三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
管

理
業
務
を
遂
行
す
る
過
程
で
い
ろ
い
ろ

な
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
弱
み

も
あ
る
程
度
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

ほ
ん
の
一
部
を
公
表
？
し
ま
す
と
、
「
大

事
な
事
を
後
回
し
に
す
る
」
こ
と
が
往
々

に
あ
る
点
で
す
。
実
際
に
小
事
を
処
理
す 

 
 

る
こ
と
に
追

わ
れ
、
気
が
付

け
ば
問
題
が

大
き
く
な
っ

て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま

す
。
簡
単
に
言

う
と
将
棋
で

い
う
「
詰
め
が

甘
い
」
と
言
う 

こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

沢
谷
荘
は
、
今
後
建
築
を
控
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
大
き
な
事
業
で
す
の
で
覚
悟

を
も
っ
て
慎
重
か
つ
意
欲
的
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
管
理
者
と
し

て
の
職
務
で
、
や
り
た
い
こ
と
，
や
る
べ

き
こ
と 

は
、
沢
山
あ
る
の
で
す
が
、
今

年
一
年
は
そ
こ
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
と 

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
日
常
の
支
援
に
視
点
を
移
せ

ば
、
利
用
者
個
々
に
生
活
課
題
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
夢
や
想
い
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
の
事
例
な
の
で
す
が
予
て
か
ら
「
施

設
を
出
て
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
」
と
い

う
ニ
ー
ズ
の
あ
る
男
性
が
自
動
車
免
許

を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
公
の
資
格
取
得
ゆ

え
、
自
信
を
も
っ
て
「
さ
あ
、
希
望
通
り

地
域
へ
」
と
は
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

何
度
か
同
乗
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す

が
、
免
許
は
あ
る
も
の
の
公
道
を
走
る
と

な
る
と
大
変
！
広
義
で
の
安
全
，
金
銭
管

理
，
食
事
の
栄
養
面
等
、
支
援
の
継
続
は

必
要
で
す
。
た
だ
、
本
人
の
夢
で
あ
る
地 

 

域
の
一
人
暮
ら
し
を
支
援
し
て
い
け
る

喜
び
は
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
入
院
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
、
看
取
り
ま
で
人
と
し
て
の
最
後
の
ス

テ
ー
ジ
に
ど
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
支

援
し
て
い
く
の
か
と
い
う
現
実
に
も
直

面
し
て
い
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
制
度
も
変
革
期
で
あ
り
、
利

用
者
の
障
害
や
年
齢
も
多
様
化
し
、
そ
れ

ら
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
枝
葉
が
増

え
て
い
る
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
事
例
に
対
し
て
深
く
考
察

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
管
理
者
と
し
て

の
分
析
力
と
洞
察
力
を
養
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

（ 

沢
谷
荘 

管
理
者 

斉 

藤 

義 

昭 

） 
 

  

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
建
築
を
控
え
た
沢
谷
荘
に
と
っ
て
、

大
き
な
節
目
の
一
年
と
な
り
ま
す
。
新
し

い
建
物
に
負
け
な
い
内
容
の
支
援
を
め

ざ
し
、
職
員
一
同
努
め
ま
す
。 

 

さ
て
、
法
人
内
の
各
事
業
所
に
お
い

て
、
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
実
習
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
実
習

と
言
っ
て
も
福
祉
を
志
し
て
い
る
実
習 

生
は
ヘ
ル
パ
ー
実
習
く
ら
い
で
、
多
く
が

教
員
免
許
や
保
育
士
資
格
の
為
の
実
習

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
職
員
は
実

習
生
に
支
援
や
介
助
を
教
え
る
こ
と
で
、

普
段
行
っ
て
い
る
業
務
の
内
容
を
振
り

返
り
、
基
本
を
再
認
識
で
き
る
良
い
機
会

と
し
て
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

実
習
に
お
い
て
も
、
受
け
入
れ
当
初
は

『
別
』
の
目
的
だ
っ
た
実
習
生
が
、
終
了

時
に
感
想
を
聞
く
と
将
来
の
就
職
に
つ

い
て
福
祉
も
視
野
に
入
れ
た
い 

と
話
す 

方
も
い
ま
す
。
当
然
、
言
っ
て
い
る
実
習

生
の
す
べ
て
が
本
心
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
瞬
間
に
地
域
に
お
け

る
財
源
と
し
て
人
材
育
成
が
担
え
た
と

実
感
し
ま
す
。 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

屋
鋪 

治
） 
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○  

桜
の
た
よ
り
が
次
々
に
聞
か
れ
る
頃

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
ね
く
す
と 

の
近
況
で
す
が
、

昨
年
よ
り
タ
イ
ム
ケ
ア
・
日
中
一
時
支
援

事
業
を
利
用
さ
れ
て
い
た
児
童
の
皆
さ

ん
が
、
児
童
発
達
支
援
事
業
・
放
課
後
等 

 
 

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
と
し

て
「
か
が
や
き

さ
ん
だ
」
を
利

用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
早

一
年
が
経
ち

ま
し
た
。
以
前

に
比
べ
少
し

寂
し
い
よ
う 

な
…
落
ち
着
き
が
あ
る
よ
う
な
…
静
か

な
雰
囲
気
で
、
十
八
歳
以
上
の
方
々
の
日

中
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
事
業
内
容
は
、
変
わ
り
な
く
、
日
中
一

時
支
援
事
業
で
は
、
日
中
に
お
け
る
活
動

の
場
を
提
供
し
、
見
守
り
や
日
常
生
活
に

お
け
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
家
族
の

方
の
就
労
支
援
や
介
護
の
一
時
的
な
負 

担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
は
、
自
宅
で
入
浴

や
排
泄
、
食
事
等
の
介
助
を
し
た
り
、
調

理
・
洗
濯
及
び
掃
除
等
家
事
や
生
活
全
般

に
わ
た
る
援
助
や
行
動
が
困
難
で
介
護

が
必
要
な
方
に
介
助
や
移
動
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

福
祉
有
償
輸
送
で
は
、
福
祉
車
両
で
事

業
所
へ
の
通
所
時
や
通
院
、
外
出
等
の
移

送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
安
全
運
行
と
整

備
管
理
を
き
ち
ん
と
行
い
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
の
事
業
に
於
い
て
も

利
用
が
増
え
、
可
能
な
範
囲
で
個
々
の
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
利
用
希
望
の
時
間
帯

が
重
な
っ
た
り
す
る
と
、
全
て
の
利
用
希

望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
も

発
生
し
ま
す
。
せ
っ
か
く
利
用
を
希
望
さ

れ
た
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合

も
あ
り
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉

え
て
い
ま
す
。 

 

次
に
、
活
動
状
況
で
す
が
、
日
頃
は
静

か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
日
中
一
時
支
援
事

業
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
に
よ
り
創
作
活
動
や
余
暇
活
用 

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
三
月
よ
り
特
別

支
援
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
若
い
人
た
ち

の
利
用
が
始
ま
り
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は

活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
行
事
と
し
て

は
、
昨
年
は
グ
リ
コ
の
工
場
見
学
や
高
知

県
の
桂
浜
方
面
へ
一
泊
旅
行
に
行
き
坂

本
竜
馬
記
念
館
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

か
が
や
き
さ
ん
だ 

の
児
童
の
皆
さ
ん
と

合
同
で
、
夏
祭
り
で
ゲ
ー
ム
や
花
火
を
し

た
り
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
を
食
べ
ま
し
た
。
餅
つ
き
大
会
で
は
餅

つ
き
を
経
験
し
た
後
に
、
ぜ
ん
ざ
い
や
き

な
粉
餅
を
作
っ
て
皆
た
く
さ
ん
食
べ
ま

し
た
。
合
同
で
で
き
る
行
事
に
つ
い
て
は

従
来
通
り
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
利
用
さ
れ
る
方
が
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
創
意
工
夫
を
し
て
い

き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
ね
く
す
と
管
理
者 

関 

岡 

保 

弘
） 

 

 

新
た
な
年
度
を
迎
え
、
昭
和
五
十
九
年

の
開
設
以
来
、
東
山
荘
は
今
年 

二
十
九

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
来
年
は

文
字
通
り
節
目
の
年
で
あ
り
、
光
耀
会
で

お
世
話
に
な
り
、
人
生
の
半
分
を
東
山
荘

と
共
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
老
後
の
心
配
？
を
す
る
よ 

う
な
歳
に
な
り
ま
し
た
…
。
振
り
返
れ 

ば
、
二
十
代
で
あ

っ
た
利
用
者
の

方
が
今
で
は
四

十
代
に
な
ら
れ

て
い
ま
す
。
利
用

者
の
方
も
人
生

の
半
数
を
東
山

荘
で
過
ご
さ
れ

て
い
る
と
い
う

方
も
多
く
お
ら 

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
改
め
て
利
用
者

の
皆
様
の
人
生
を
任
さ
れ
て
い
る
、
貴
重

な
一
日
一
日
が
私
た
ち
の
支
援
に
よ
り
、

良
く
も
悪
く
も
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

重
責
を
認
識
し
、
利
用
者
の
生
活
を
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

先
日
、
春
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
お
花

見
」
を
行
い
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、 

絶
好
の
“
お
花
見
日
和
”
と
な
り
、
満
開

の
桜
の
下
で
お
弁
当
や
花
見
酒 

と
ま
で

は
い
き
ま
せ
ん
が
ビ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、

そ
し
て
お
や
つ
に
は
花
見
に
は
つ
き
も

の
と
言
わ
れ
る
“
花
見
団
子
”
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
満
開
の
桜
同
様
に
、
利
用
者

の
笑
顔
も
満
開
の
ひ
と
時
で
し
た
。 

東
山
荘
の
あ
る
三
田
市
本
庄
地
区
で 

は
、
地
域
住
民
に
よ
る
さ
さ
え
あ
い
活
動 

           

と
し
て
、
買
い
物
の
送
迎
や
代
行
、
通
院

の
付
添
や
送
迎
な
ど
を
行
う
「
ま
ご
の
手

本
庄
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
夏
か
ら
東
山
荘
も

地
域
の
一
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
月
に
一
回
程
度
、
通
院
の
送
迎
や
図

書
館
へ
行
く
送
迎
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の

生
活
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が

か
か
わ
り
を
持
た
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ペ

ア
で
活
動
し
ま
す
の
で
、
メ
ン
バ
ー
の
方

と
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か

で
、
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
が
持
て
る

こ
と
も
、
大
き
な
財
産
で
す
。 

 

ま
た
、
本
庄
地
区
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
な

ど
の
送
迎
も
定
期
的
に
依
頼
を
受
け
て

行
い
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、
地
域
の
方

と
の
関
わ
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
月
に
一
回
行
わ
れ
る
定
例

会
で
は
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
が
安
心
し
て

ご
利
用
し
て
も
ら
え
、
お
役
に
た
て
る
よ

う
に
と
、
次
々
課
題
が
出
て
く
る
こ
と
に

つ
い
て
、
前
向
き
に 

そ
し
て
利
用
さ
れ

る
方
の
た
め
に
と
検
討
さ
れ
問
題
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
か
れ
る
様

子
は
ま
さ
に
東
山
荘
の
利
用
者
の
生
活

を
支
援
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
痛

感
し
ま
す
。
「
ま
ご
の
て
本
庄
」
の
メ
ン

バ
ー
の
一
員
と
し
て
は
地
域
の
皆
様
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
お
役
に
た
て
る
域 

に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
、

今
後
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
さ
ら
に

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

（
副
施
設
長 

芦 

田 

愛
） 

 

日中活動支援センター 

ねくすと 
〒669-133４ 三田市中内神 427 番地 

TEL ０７９－５６７－２６００ 

FAX ０７９－５０６－１２３７ 

 

障害者支援施設 

東山荘 
〒669-13５３ 三田市東山８９８－１ 

TEL ０７９－５６８－１９００ 

FAX ０７９－５６８－１０５２ 



  

  

 

● 

【 

ス
ク
ラ
ム 

】 

 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
に
移
行
し
、

三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ

ん
は
環
境
の
変
化
や
新
し
い
作
業
に
戸

惑
い
と
期
待
を
持
ち
な
が
ら
慌
た
だ
し

く
日
中
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
課
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
笑
顔
絶
え

な
い
ス
ク
ラ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

現
在
、
二
十
八

名 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
の
利
用
者 

 
 
 

 

が
在
籍
さ
れ

て
い
ま
す
。
年

齢
は
十
八
歳

か
ら
八
十
歳

の
方
ま
で
。
百

メ
ー
ト
ル
を

数
分
か
け
て

歩
く
方
か
ら 

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
四
時
間
ち
ょ
っ
と
で

完
走
す
る
方
ま
で
。
性
格
は
、
瞬
間
湯
沸

か
し
器
の
よ
う
な
方
か
ら
、
悟
り
を
開
い

た
よ
う
な
方
ま
で
。
常
に
何
か
と
お
し
ゃ

べ
り
し
て
い
る
方
か
ら
、
硬
派
で
無
口
な

方
ま
で
。
指
先
が
器
用
な
方
か
ら
、
体
力

で
勝
負
す
る
方
ま
で
。
歌
唱
力
が
抜
群
に

良
い
方
か
ら
、
そ
う
で
も
な
い
方
ま
で 

           

…
。
た
く
さ
ん
の
個
性
が
溢
れ
る
中
で
、

限
ら
れ
た
場
所
や
作
業
内
容
に
、
ど
こ
ま

で
個
々
に
見
合
っ
た
作
業
を
提
供
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
。
又
、
潜
在
的
な
可

能
性
を
見
出
し
、
働
く
こ
と
に
対
す
る
意

欲
を
引
き
出
す
支
援
が
で
き
る
の
か
、
職

員
の
試
行
錯
誤
が
続
き
ま
す
。 

 

当
然
、
ス
ク
ラ
ム
の
中
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
三
田
市

内
に
あ
る
作
業
所
仲
間
で
す
。
毎
月
一
回

程
度
の
ペ
ー
ス
で
市
内
七
か
所
の
作
業

所
の
代
表
が
集
ま
り
、
夜
遅
く
ま
で
話
し

合
い
を
し
ま
す
。
「
こ
ん
な
作
業
が
あ
る

け
れ
ど
、
一
緒
に
や
ら
な
い
か
。」
と
い 

っ
た
仕
事
の
話
か
ら
、
市
議
会
議
員
に
出

席
し
て
も
ら
い
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を

求
め
る
勉
強
会
を
計
画
す
る
等
、
取
り
組

む
内
容
は
様
々
で
す
。
各
作
業
所
で
抱
え

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
も
、

経
験
豊
富
な
所
長
さ
ん
達
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
大
変
参
考
に
な
り
、
多
く
の
課
題
を

一
つ
ひ
と
つ
真
剣
に
丁
寧
に
解
決
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
は
、
大
変
勉
強
に
な
り
、

良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

【 

工
房
ア
ー
チ 

】 

 

ス
ク
ラ
ム
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
「
工
房
ア
ー
チ
」
で
は
、
年
々
ク
ッ
キ

ー
や
パ
ン
の
注
文
が
増
え
て
い
ま
す
。
ス

ク
ラ
ム
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
保
護

者
が
自
治
会
な
ど
へ
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
、
少
し
づ
つ
地
域
の
方
々
に
ア
ー
チ

の
製
品
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
フ
ラ
ワ
ー

タ
ウ
ン
の
ダ
イ
エ
ー
や
市
内
の
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
出
店
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
市
役
所
内
や
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
等
に
も
パ
ン
を
置
か
せ
て
も

ら
う
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
す
。
ア
ー
チ

の
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
を
よ
り
広
く
地
域

の
方
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い 

 

ま
す
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
ス
ク
ラ
ム
を
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
せ
て
い
く
か 

で
す

が
、
も
と
も
と
、
「
就
労
継
続
Ｂ
型
」
や

「
福
祉
的
就
労
」
と
い
っ
た
言
葉
の
中
に

明
確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
入
を
得

る
た
め
だ
け
の
場
所
で
は
な
く
、
心
理
的

な
満
足
を
得
る
た
め
だ
け
の
場
所
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
利
用
者
の
「
働
き

た
い
」
と
い
う
願
い
と
、
そ
れ
に
応
じ
る

た
め
に
働
く
機
会
と
場
所
を
提
供
し
「
働

き
つ
づ
け
る
」
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
を
最
優
先
に
し
て
、
事
業

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 
 

（
管
理
者 

石 

川 

正 

樹
） 

 就労継続支援Ｂ型事業所 

スクラム 
〒669-1334 三田市中内神４２７ 
ＴＥＬ ０７９－５６７－００２１ 
ＦＡＸ ０７９－５６７－００２１ 
 

工房アーチ 
〒669-1333 三田市下内神８４１ 
ＴＥＬ ０７９－５６７－０８４８ 
ＦＡＸ ０７９－５６７－０８４８ 



  

  

 

● 

平
成
二
十
四
年
三
月
に
、
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス 

か
が
や
き
さ
ん
だ 

を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ね
く
す
と 

を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
た
児
童
の
皆
さ
ん
に
は
、
か
が
や
き
さ

ん
だ 

へ
移
行
し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い

場
所
で
の
ご
利
用
と
な
り
ま
し
た
。
場
所 

が
変
わ
っ
た
こ
と
で
初
め
は
不
安
が
あ 

っ
た
こ
と
だ 

と
思
い
ま
す 

が
、
毎
日
多
く 

の
お
子
さ
ん 

が
い
ら
し
て 

賑
わ
っ
て
い 

ま
す
。 

か
が
や
き

さ
ん
だ 

は
、 

就
学
前
の
お 

子
さ
ん
の
療
育
の
場
で
あ
る
、
児
童
発
達

支
援
事
業
と
、
就
学
し
て
い
る
お
子
さ
ん

の
支
援
で
あ
る 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
二
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
職
員

は
ね
く
す
と 

か
ら
引
き
続
き
ほ
ぼ
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
保
育

士
，
言
語
聴
覚
士 

等
の
職
員
を
配
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
の
充
実
を
図
っ 

て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
お
子
さ
ん
の
利
用
希
望
も
あ
り
、

職
員
が
医
療
ケ
ア
従
事
者
研
修
を
修
了

し
た
こ
と
か
ら
、
や
っ
と
受
入
れ
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

開
設
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
幼
児
さ
ん

の
新
規
利
用
や
市
外
か
ら
来
ら
れ
る
方

も
増
え
ま
し
た
。
年
齢
は
二
歳
～
十
八
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
上
手
に
幼
児
さ
ん

と
遊
ん
で
く
れ
て
お
り
、
新
た
な
一
面
が

見
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
幼
児
さ
ん

も
年
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
，
お
姉
ち
ゃ
ん
が

来
る 

と
、
喜
ん
で
駆
け
寄
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
子
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
楽

し
い
場
所
に
な
る
よ
う
な
事
業
所
づ
く

り
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
事
業
の

担
当
よ
り
、
事
業
の
様
子
を
説
明
し
ま

す
。 

 
 
 

（
管
理
者 
宮
城
明
子
） 

【 

児
童
発
達
支
援 

】 

 

平
日
の
朝
は
、
幼
児
さ
ん
た
ち
の
か
わ

い
い
声
が
響
い
て
は
じ
ま
り
ま
す
。
今
は

二
歳
か
ら
五
歳
の
お
子
さ
ん
が
二
人
以

上 

多
い
日
は
十
人
来
所
さ
れ
ま
す
。 

 

朝
の
会
か
ら
始
ま
り
、
日
課
の
中
で
初

め
は
な
か
な
か
じ
っ
と
座
れ
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
が
、
次
第
に
お
返
事
が
で
き
、 

手
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
様
子
を

見
て
い
る
と
、
子
供
た
ち
の
成
長
と
可
能

性
を
感
じ
ま
す
。
子
供
た
ち
が
、
興
味
を

持
ち
そ
う
な
こ
と
を
模
索
し
つ
つ
、
心
と

身
体
を
開
放
し
て
、
楽
し
く
遊
び
、
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
手
助
け
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
保
育
士 

石
黒
洋
子
） 

【 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

】 

 

小
学
校
一
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
の
子
供
た
ち
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
か
ら
送
迎

の
バ
ス
で
、
か
が
や
き
さ
ん
だ 

に
到
着

し
、
宿
題
を
し
た
り
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、

外
で
ボ
ー
ル
遊
び
等
を
し
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

特
に
土
曜
日
，
日
曜
日
や
長
期
休
暇
中

の
時
な
ど
は
バ
ス
で
遠
回
り
し
て
公
園

で
遊
ん
だ
り
、
川
で
水
遊
び
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
元
気
な
声
が

響
い
て
い
ま
す
。
様
々
な
環
境
の
中
で
頑

張
っ
て
い
る
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
遊

べ
、
笑
顔
が
溢
れ
る
場
を
今
後
も
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

 

勝
地
大
輔
） 

【 

医
療
ケ
ア 
】 

 

医
療
ケ
ア
に
お
い
て
は
、
月
に
平
均
し 

て
延
べ
十
八
人
く
ら
い
の
お
子
さ
ん
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
ら
れ
た
時
に
笑

顔
が
見
ら
れ
る
と
、
ま
ず
は
ホ
ッ
と
し
ま

す
。
か
が
や
き
さ
ん
だ
に
到
着
す
る
と
、

友
達
の
に
ぎ
や
か
な
声
に
迎
え
ら
れ
な

が
ら
、
ベ
ッ
ド
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た

り
、
晴
れ
た
日
に
は
散
歩
や
サ
ッ
カ
ー
だ

っ
て
す
る
ん
で
す
よ
。
健
康
に
気
を
つ
け

て
た
く
さ
ん
楽
し
み
、
笑
顔
で
保
護
者
の

方
の
元
に
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
と
職
員

も
二
度
目
の
ホ
ッ 

を
感
じ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
笑
顔
で
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
医
療
ケ
ア
担
当 

西
川
裕
子
） 
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